



























































































































学日本語プログラム 500レベル以上（8レベルに分けたうちの中級上級にあたる 5から 8
レベルで、500レベルは中級後半程度）とされている。ただし、実際には 700，800レベ
ルという、上級、超級レベルの受講生がほとんどである。受講者は、日本語日本文化研修
留学生が中心であるが、その他に教員研修留学生や交換留学プログラムでの留学生も数名
混じる。
この授業はこれまで 3度行ったが、その中で 2011年度春学期に行った授業を中心に報
告したい。受講生は 20名、出身国は 16カ国に及び、アジア、欧米の諸国からの学生であ
る。ほとんどが 700，800レベルの学生で、日本語力は非常に高く、日本についての知識
も豊富である。来日経験のある学生も多く、日本人との交流も盛んである。
授業では、敬語コミュニケーションの基本的な考え方や敬語について解説するほか、自
己紹介や「ご挨拶」3、日常の挨拶、報告など一人で話す独話タイプの談話、これらは主に
理解要請表現に分類されるものではあるが、それ以外の理解要請表現として、苦情・わ
び・ほめ・お礼など、そして、行動展開表現 4に分類される依頼・誘い・断りなどについ
て練習と解説を行う。この他に、ある状況設定の下でのメールを教師宛に送るという課題
を2回程度課す。課題、レポート、出席、授業参加の度合いなどにより、評価を行っている。
毎回の授業では、基本的な考え方を示したあと、学生から、日本人とのコミュニケー
ションで疑問を感じた点、困った点、以前からの日本語学習の中で感じる敬語についての
疑問点などの事例報告をしてもらい、その解説に力をおいている。学生は日本滞在中など
に日本語母語話者とのコミュニケーションにおいて違和感を持つことが多くあり、それを
どのように考えるか、どのように振る舞うことが期待されているかについて、検討して
いる。
学生からの事例は以下のようなものである。
○学習してきた表現を実際にはどのように使うか
例・「ごきげんよう」はどんな時に使うのか。よく使うのか。
　・「てあげる」をどう使うか、「おごってあげる」と言っていいのか。
○日本人の話し方で疑問に思ったこと
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例・「俺」＋「です・ます」を使う男性がいるが、それはどうしてか。
　・ 手紙やメールは、普段話す時よりも丁寧な表現を用いると聞いたが、それは本当
か。しかし、親しいのに、丁寧なメールを書きすぎると、水くさいと言われるこ
とがある。
○日本での生活の中で、どのように表現したらよいかわからなかったこと
例・ 名前を知らない人に、「あなた」を使わないで呼びかける時や意見を求める時に
は、どうしたらいいか。
　・失礼なことを聞かれた時は、どのように返答すればよいか。
　・「日本語が上手ですね」と言われた時は、どう返答すればよいか。
　・ 80代のおじいさんと話すとき、ずっと「ですます」でいいか、 
冷たい感じがしないか。
　・ 小学校に見学に行ったとき、どのようなレベルで挨拶したらいいかわからな
かった。
以上のような事例について、どのように考えるか、どのようにしたらよいのかについて
解説はするが、その際、この解説はあくまでも一例であること、また、適切かどうかはそ
の場の状況や考え方によること、適切と思われる例は示すが、それが適切かどうか、その
場での最適な表現は何かについての最終的な判断は個人に任せられること、等々を強調す
る。また、適切な表現と考えられるものを示し、解説するだけではなく、その背景にある
基本的な考え方を解きほぐして伝えているつもりである。学生たちの質問から、彼らの日
本での生活が垣間見られ、日本人がどのように彼らに接しているかが窺える。実際に、欧
米系の留学生に対しては、興味本位に接し、失礼な振る舞いをする日本人が多いこともわ
かる。また、学生はこれまでの教育から、日本語の表現や敬語について、非常に固定的な
考えを持っていることもわかる。ある場面だけに適用される特殊な例を一般化して考えて
いることも多い。
かなり高い日本語の力を持つ学生たちなので、日本語での対応には問題は少ないが、実
際に、どう考えたらよいのか、どう答えたらよいのか、どう対応すればよいのか、悩んで
いる姿が見える。敬意コミュニケーションの習得には、日本語の実態に触れ、このように
悩み、考えることがまず必要であると思う。また、実際のコミュニケーションのあり方を
観察することも大切で、観察の中から、適切なものを見出していくことが求められる。ど
れだけ日本語に接していても、敬語コミュニケーションを観察する観点を知らなければ、
そのことの持つ意味は十分に認識されない。また、いくつかの事例を観察することにより、
どのような表現、考え方が適当であるかの判断が徐々についてくるものである。授業中に
示された他の学生からの事例も、観察するポイントを示すことにもなり、判断のポイント
を体得できるものとなる。授業の中では、考え方、適切なものの判断について、方向性を
示して行ければと考えている。
また、このような解説を行う中で、学生たちは自分たちの言語の中にある同様の習慣、
考え方に気づく。自分の文化ではこのようなことがあるという報告も多い。「家族や会社
の社員について、ウチとソトの概念で敬語を使い分けるという言語体系は、インドネシア
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語では異なるが、ジャワ語では同じである。」「韓国語でも、状況によっては、ソトの人に
対して自身の家族を下げることもある。」などという報告もある。このように、自分の言
語、文化について日本語を鏡として気づき、考察することもこの授業の一つの目的である。
最終のレポートは「自国の敬語コミュニケーションについて」がテーマであり、日本語と
比較、対照して考察することを求めている。
授業の後半に行う実践的な練習では、状況を設定し、ペアになってのロールプレイ練習
を行う。それを各ペアで発表してもらい、フィードバックを行うが、この時間が十分取れ
ないことが悩みである。練習している間に、問題点を見出し、質問してくる学生もいる。
この種の質問は、発表のあとで全員に向けて解説することも多い。教師からの指摘も重要
であるが、同様に他の学生のロールプレイを見て、どのようなものが好ましいのか、適切
なのかについて考えることも重要である。ここで学生自らが気づくことも多く、それを大
切にしたい。例えば、国際交流パーティーでのご挨拶で、招待客の立場で「お忙しいとこ
ろ来てくれてありがとう」と言った学生がいたが、それについてはほとんどの学生が疑問
を持ったようで、「○○（学生名）ちゃんのパーティーみたい」という指摘をしていた。
また、上手なご挨拶は他の学生からも感嘆の声が上がる。発表があとになればなるほど、
他の学生のよい面を取り入れ、上手になるという傾向は通常の日本語の授業でも見られる
ことだが、ここでも他の学生の例から学ぶことは多く、それは、今後、いろいろな場面で
の観察につながっていく。
依頼・断りなどやりとりのあるものについては「展開ロールプレイ」5練習を行ってい
る。考えるポイントを示した上で、全員でそのやりとり、表現について考え、意識を共有
する。最後に、教師の考える適切な表現について説明し、それを示したプリントを配布す
る。しかし、この授業の進め方については、再考の余地があると考えている。今後も授業
展開と内容については工夫を重ねたい。
狭義敬語についての解説も 1コマ行っているが、時間が十分ではない。敬語について誤
解していることも多く、早い時期での解説、そして、敬語のしくみや使い方についての説
明と練習も必要であるとは思うが、実際にはその時間が十分とれない。今後、理論編と実
践編のような授業の組み立ても考えられる。
5　指導項目
実際の授業の中で注意を喚起したい点、あるいは、学生に見られる問題点は以下のよう
なものである。授業項目に従って記しておく。
①自己紹介
第一回目の授業において行う。初回の授業であるので、「敬語コミュニケーション」は、
「敬語」を学ぶことだけにとどまらず、表現行為全般に及ぶことなどについて概説する。
「自己紹介」では、1対 1ではない、大勢の聴衆を前にした「場」の認識、表現行為の目
的について、また、「敬意コミュニケーション」の重要な観点である「自己表現」につい
て概説する。「場」については、「場」の考え方、「改まり」の概念とその表現、場のレベ
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ルと言葉のレベル、表現全体を同じレベルに統一すること、また非言語行動についても
示す。
「表現行為の目的」は全ての表現行為を行う際に重要なものである。それは当然のこと
ではあるが、日本語教育の中の表現練習では、練習することが目的になってしまうこと
が多く、表現行為の目的についての検討が少なくなりがちである。「自己紹介」において
はあるグループに自分を受け入れてもらうことが目的となる。そのため、自分をどのよう
にアピールするかということと、受け入れてもらうグループに関する認識を示すことが自
己紹介の中では必要な項目となる。学内での趣味のサークルに入会した際の自己紹介など
では、なぜこのサークルに入ったのかという点を紹介すること、このサークルをどのよう
に考えていて、このサークルで何がしたいかなどの点を示すことが重要である。自己紹介
の場面設定をきちんとした上で、なぜその自己紹介をしているのかという表現行為の目的
を認識させ、聞いた人の立場になって適切なものを考える、という視点を与えるようにし
ている。つまり、聞く人はどんなことを聞きたいと思っているのか、という相手の立場に
立った考え方であり、それが、相手を尊重することにつながるのである。
「場」の認識、表現行為の目的が決まれば、スピーチの型、表現の形式もある程度決まり、
モデル会話が提示できる。ただし、モデル会話を提示してそれに従って練習させることが
目的ではない。なぜそのようなモデル会話が出てくるのか、不適切な内容、表現は何かを
自分で考えることができるようにすることが授業の目的である。
全体を通じての重要なポイントである「自己表現」についても概説する。「自己表現」
というのは、具体的に言うと、どのような自分として見られたいかということである。自
己紹介一つをとっても、何を自分の特徴として紹介するのかという内容面だけでなく、ど
のような言葉を選ぶか、どのようなレベルで話すか、さらには服装や態度まで含めて、自
分自身を聞き手に提示することになる。丁寧な、礼儀正しい自分でありたいのか、細かい
ことにはとらわれないざっくばらんな自分でありたいのかなどということは自分自身の選
択になる。例えば、男性の場合であれば、「俺」か、「僕」か、「わたし」あるいは「自分」
かなどという自称詞の選択にも関わる。例えば、学生は「目上の人に『俺』を使ったら失
礼ですか」などという質問をすることがあるが、それに対しては、公的な場所、つまり場
のレベルが高い場合には失礼になることもあるが、通常の生活のレベルでは、その人の個
性としてとらえられることが多い、などの説明をして、「失礼」かどうかの基準は一つで
はないこと、言葉は個性であり、「自己表現」であることなどを示している。「自己表現」
という問題意識は全体を覆うものであるが、初回にその概観を示しておく。
②ご挨拶
初回の自己紹介に続くものであるが、国際交流パーティーなどに招かれた場合のスピー
チ、ご挨拶について練習する。前回の授業で「場」について考えたこともあり、「ご挨拶」
というのは「場」のレベルの高い場面での自己紹介、改まりの程度の高いものと考えがち
であるが、ここでも表現行為の目的が重要である。スピーチの目的は、自己紹介とは異な
る。ここで認識させたいのは、「立場」という観点である。どのような立場でその場に参
加しているのか、という観点である。主催者であるのか、招待されているのか、一般の参
28
早稲田日本語教育学　第 11号
加者なのかなどというその場での「立場」について考え、それにあったスピーチをするこ
とを考えさせる。招待客であれば、個人としての自分をアピールすることも必要かもしれ
ないが、それより、どのような立場で招かれたのかを示すこと、そして、主催者に対する
お礼やその場の状況や雰囲気、パーティーに対する感想などが求められているということ
である。国際交流パーティーに招かれて、主催者側が「ささやかなパーティー」を連発す
るのにつられ、同じように言ってしまった留学生がいたが、なぜ、自分側は「ささやか
な」であり、相手側のものは「すばらしい」になるのかということについて、日本語では
このようになっている、だからこうしてください、とだけ示すのではなく、日本語の敬語
コミュニケーションの基本的な考え方、その表現形式によって何を表そうとしているのか
ということを考えさせる必要がある。自分側を小さく、相手側を大きく表すということは、
そのように考えるからそう表しておけばいい、というものではなく、そう表現することが
相手に対する配慮になるという考え方から来ているのである。自分側・相手側、という認
識に加え、敬意コミュニケーションの中核をなす敬語の考え方の中で、立場についての認
識は特に重要なものとなる。なぜ招待された側がパーティーを「ささやかな」と言っては
いけないかという例によっても、学生は立場について、明示的に理解することができるよ
うになる。
「改まり」もこの回の重要な項目である。グループ内での自己紹介と異なり、大勢の人
の前でのスピーチは改まりのレベルが上がる。学生という同じ立場でのグループの中と比
べると、国際交流パーティーのゲストとして招待された留学生という立場を持ち、相手は
ほとんど初対面という場面は、当然「場」のレベルが上がり、改まりの程度が高くなる。
改まりの程度の高い場面にふさわしい表現、態度についても指導する。実際には、改まり
を示す表現形式を使うことよりも、改まりのレベルをそろえることのほうが難しい。非常
に改まった丁重語などを使いながら、その中に話し言葉的に崩した表現を混ぜてしまうこ
とも多く、くだけた会話と改まったスピーチを使い分けることは難しいと言える。
スピーチの目的がわかり、立場がわかると、モデルスピーチができる。しかし、具体的
にどのように言えば感謝の気持ちが示せるか、スピーチをどのように終わればよいかな
ど、具体的な表現については、実際にはなかなか難しいものである。流れに沿って、適切
な表現を考えていき、問題点を共有する。適切なものが理解できた時点でもう一度練習で
きればよいが、なかなかその時間がとれない。
③日常の挨拶
挨拶することの意味や、挨拶に関する実際の表現について学ぶ。定型の挨拶も多いが、
非定型のものもあり、その違いを考えさせる。この回では、日本語の挨拶について解説す
るほか、学習者の自分の言語での挨拶についても考えさせる。「暑いですね」「そうです
ね」といった定型に近い挨拶は、言葉を交わすことが目的で、実質的な意味はほとんどな
いものである。同様の挨拶はどの言語にも存在するものであり、自分の言語でそれに相当
するものは何かなどを考えさせることにも意味がある。「お出かけですか」など意味のあ
るようで実際には定型化している挨拶や、定型化した挨拶であっても、病欠のあとの「い
かがですか」に「おかげさまで」とだけ答えることが不適切であるように、実質的な意味
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のある場合もある。あまり親しくない相手、立場の異なる関係の遠い相手に対しては定型
の挨拶で、親しい相手、立場が異なっても毎日顔を合わせる教師などに対しては実質的な
内容で答えるなど、挨拶においても相手との関係を考えることが必要であることを、実例
をもとに考えていく。この回では、「お疲れ様」「お世話になります」「お元気で」など、
日本の生活の中で聞いた挨拶の意味や使い方、ある場面での適切な挨拶についての質問が
多い。
④インタビュー
この回からは一方的に話す独話ではなく、対話を中心とした練習となる。練習もロー
ルプレイが中心となる。この回は、直接尊重語の練習を兼ねて、上位者に対するインタ
ビューの練習を行うことと、一連の談話を構成する場合の枠組みの重要性を認識させるこ
とが目的である。枠組みとは、この談話をどのような枠で行うかを示すもので、談話の最
初の部分、そして談話を終わらせる部分のことである。談話の枠組みは表現行為の目的を
示すものであり、また、この談話で自分は何をしたいのか、という表現行為の意図に関わ
るものである。表現行為の意図というのは、この談話で自分は何をしたいのか、自分の任
務を遂行することか、自分の依頼などの要求を実現させることなのか、或いは、相手との
いい関係を築きたいと思っているということなのか、相手との関係をこわさない程度に自
分の要求を通したいと思っているかなど、相手との関係を視野に入れた、談話の最終的な
目的のことである。これも表現行為全てにおいて考えなければならないものである。枠組
みは、この談話の意図や表現行為の目的を示す部分となる。会話の最初の部分は、自分と
相手の位置づけ、そしてこの談話の目的を示すものである。談話の終結部分は談話の中身
のまとめや、今後の展開、今後どのように相手との関係を作っていくかに関わる部分であ
る。自己紹介やご挨拶の場合もこの枠組みは重要であるが、ある程度定型的なものがある
ことから、練習の際には問題は少ないが、インタビューの場合は実際の会話の中身の部分
以上に、この枠組みの部分で当惑する学習者が多い。
敬意コミュニケーションの練習をさせる場合、スピーチなどの独話に限らず、ロールプ
レイ練習をさせる場合には、場面設定が重要である。誰と誰がどんな状況で、何を、とい
う設定がよく考えられ、可能性の高いものであれば、会話は作りやすい。これが曖昧だっ
たり、現実性の低いものだったりすると、現実離れした、ある意味ふざけた会話になって
しまう。設定が十分に練られていないと、枠組みも作りにくく、談話の開始部分がよくわ
からないものになってしまう。終結部分は更に難しく、設定だけでなく、この会話をどう
考えるか、今後どのようにしていきたいかということも考えていないと、適切な終結部分
を作ることができない。自分と相手との関係を考えた、談話の最終的な意図ということ
になる。この場合の適切な終わらせ方としては、自分の立場からのことでなく、インタ
ビューを受けた相手の立場に立って考えることが必要となる。例えば、大学新聞の記者が、
30年前にこの大学に留学した元日研生にインタビューする、という設定で練習する。イ
ンタビューの開始、質問と答えは比較的スムーズであるが、どのようにインタビューを終
わらせるかが難しい。相手に対して丁寧に、感謝の意を示したいが、それをどのようにす
れば示せるかがわからず、当惑する。この場合は、相手の立場に立って、どうしてもらっ
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たらうれしいか、考えさせる。自分の立場としても、この時間を取ってもらったことに対
する感謝を示すために何ができるかを考えさせる。例えば、そのインタビューの載った新
聞を送るなど、成果を示すことなどが一つの答えになる。会話の終結部分では特に、行為
の目的、相手との関係を今後どのようにしたいのか、などの談話の意図が示されることに
なり、その点を考えておくことが重要になる。このように、枠組みの重要性を認識するこ
とはこの回の一つの目的である。
実際の練習では、ある程度の条件は与え、細かい設定は学習者に考えさせた上でロール
プレイを行う。インタビューの中心部分、上位者に対する質問は上位者との会話の練習と
なる。さらに、インタビューの結果を「報告」させることもある。これらは直接尊重語の
練習でもある。高いレベルの直接尊重語は間接尊重語に比べ使うことはそれほど難しくな
いが、実際に使う機会は必ずしも多くはない。学生であれば、特に使わなくても大きな問
題とならないからである。そのため、実際には不必要なところで使ったり、必要なところ
で使えなかったり、形を間違ったりすることもある。実際には、間違った部分について、
全てを説明、練習することはできない。授業内での練習も必要ではあるが、この部分も最
終的には学生が自分自身で適切な表現、使い方を学んでいくものだと思っている。
⑤依頼
依頼については、いろいろな機会に練習することが多く、また、実生活でも行っている
ことが多いようである。ここでも、表現行為の目的、つまり、練習する場面の設定が重要
である。ロールプレイの際難しいのが、誰に何を頼むか、という設定であり、これを十分
に考えていないと適切な練習とはならない。教師に本を借りる、推薦状を書いてもらうな
ど、実際にありそうな設定を与える場合はよいが、友達同士という設定にすると、実際で
はあり得ないような場面を作ることも多い。ここをしっかり考えさせることが重要であ
る。実際には誰に何を頼むか、頼めるか、その内容によりコミュニケーションの流れや表
現のしかたなどが変わってくることを指導する。また、実際にロールプレイをさせてみる
と、やりとりにならず、依頼側が一方的に話すことが多い。相手の反応を一つ一つ見なが
ら進めていく、ということは意外に難しい。学生は準備してきた自分の言いたいことを言
うのに気を取られ、相手の反応を待ったり、相手の反応に答えたりすることができないこ
とが多い。この練習には展開ロールプレイが効果的である。この授業では、前述の展開
ロールプレイを参考に、練習を行っている。学習者は多く、一人の教師で対応するため、
この練習は 2、3名の学生が全員の前で行う形で行っている。依頼の目的、相手との関係、
それによって決まる会話の流れについて確認し、展開を考えていく。一つ一つの展開ごと
に談話を中断し、それぞれの表現について考えた上で、次の展開に進む。この練習で一つ
一つの段階での表現について考えることができ、また、やりとりの形で談話を進めること
ができるようになる。
⑥断り
依頼、あるいは誘いの展開として、断りの練習も行う。ここでも設定が重要となる。場
面の設定に加え、依頼する側、断る側と双方の利害が異なるので、相手の反応を見ながら
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の駆け引きが必要となる。従って、依頼の練習をする時には、断る場合、断られた場合、
それぞれに、どうしたいのか、つまり、依頼する側であれば、何があっても依頼したいの
か、それほど強く依頼したいというわけではなく、断られてもよいと思っているのか、断
る側であれば、どうしても不可能なのか、ある程度なら譲歩できるのか、どの程度まで譲
歩できるのか、などの前提を考えておかなければならない。また、依頼して断られた場合、
相手に断らせた、断るような状況を与えたということで、一方、断った側は相手の依頼に
応えられなかったということで、相互に負い目を持つことになる。このため、依頼を断っ
たために関係が悪くならないような修復をする必要がある。この談話で自分が何をしたい
のか、相手との関係をどうしたいのかという談話の目的に関わることである。依頼や断り
を実現させることか、相手との関係を大事に思い、無理をしてでも相手の要求に応えたい
と思うのか、ということが重要になる。そこまで考えて状況設定し、練習に向かわなけれ
ばならない。依頼に関しては、別の意味からいえば、依頼することは信頼している相手、
依頼に応えてくれると期待している相手に対してするものであり、それは相手を信頼し、
依頼ができる関係であることを示すことにもなる。相手との関係をどう考えるかというこ
とは重要な問題となる。どのような相手に何を依頼することができるか、そして断っても
いい関係であるのか、ということについては、依頼や断りの回で考えたい問題である。
実際の練習では「丁寧にしたい」ということを考えすぎるため、実際には必要ではない
ような状況でも、誰に対しても、また、小さな依頼についても最初に「今よろしいですか」
を使ったり、一度断られるとすぐに「そうですか」と引き下がり、もう一押しがなかった
りと、本当に依頼したかったのかと疑われるような例もある。また、相手が断りやすいよ
うに依頼することが丁寧、と聞いたことから、面識のない相手への依頼に、このメッセー
ジを込めすぎて、本当に依頼したいのかどうか疑わせるような依頼をすることもある。断
りやすいような依頼は、本来は、相手との関係をこわしたくないために行うもので、相手
との関係ができている場合の方略であると言える。面識のない相手への依頼であれば、自
分は何者で、何のために依頼しているのか、依頼する理由を明らかにすることが重要であ
る。また、相手からの返事がない場合に催促することは失礼だと思っているようであるが、
返事がないことを断りと考え、それでいいと思えばそれはそれでよいものの、依頼の気持
ちが強いのなら、失礼かどうかより、自分の意思を通すことを優先し、更に依頼するとい
う可能性もある。また、丁寧にするためには断ってはいけないと考えている学生もいる。
一部の学生に見られるように、丁寧にしようとするために、依頼されたり、誘われたりし
たとき、断りはしないが、実際にはその依頼や誘いの内容を実行しない、という方法を取
ることもあるがそれは丁寧さとは離れたものであることは説明しておく必要がある。ま
た、上位者からの依頼を断ることができず、苦しむ学生もいる。丁寧にしたい、相手に配
慮することから無理な依頼を引き受ける、という可能性もあるが、丁寧にするからと言っ
て、断れないわけではない。むしろ、丁寧に断るための「敬意コミュニケーション」であ
るとも言えるのである。ここでは、丁寧にすること、相手の意図を尊重することと、自分
の意図を通したいこと、自分と相手との関係や、今後どのようにこの関係を続けていきた
いかなど考慮すべき要素が多い。さらに、自分の意図とともに、丁寧さを優先したい自分
でありたいのか、自己主張を強くしたい自分でありたいのか、などという自己表現にもつ
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ながる観点もある。
また、相手との関係を続けたいということであれば、断ったとき、断られたときの友好
的な談話の終結の方法について考えることも必要である。代替案を出すことは学生もよく
使う方略であるが、最終的に、どちら側も謝罪で終わったり、次の機会を双方で確認した
りするなどの終結の仕方もある。
⑦誘い
ここでも、誘いの目的、相手との関係、誘う内容などの設定をどうするかが重要である。
誰を何に誘うのか、なぜ誘うのか、何のために誘うのかなどについての必然性がないと、
その誘いはひどく不自然なものになる。また、上位者を誘うときには依頼の形になること
は理解させやすいが、上位者に対する配慮としては、頼む順序や相手の都合に合わせるこ
となど、方法は言語表現だけでないことについても示す。依頼と同様に、談話の流れはあ
る程度決まっており、切り出し→前置き→状況説明→誘いなどの順序で示すこと、各部分
の適切な表現などについても考える。例えば、適切な前置き表現は重要で、「今度の日曜
日は暇ですか」といった表現は、答える必要のある質問ではなく単なる前置きであること
など、依頼や誘いでよく用いられる前置きについては説明し、それを使って練習を行う。
ここでも、誘いの流れに沿って、一方的に誘いを行わないよう、各段階で相手の反応を確
認するというやりとりを重ねる練習を行う。
⑧理解要請表現
理解要請表現では苦情、わび、ほめ、お礼などを扱う。ここでは、それらに関する表現
形式を扱う以前に、どんな状況でどのようなことについて行うかについて考えることが重
要である。それぞれについて、どのような意味を持つものであるか、それは何を意味して
いるかなどについて、事例をもとに考える。ここでも、学生の疑問から得られた事例を考
えることが中心となる。その中には、お世話になった人にどのようにお礼をしたらよいの
かなど、言語の問題だけではないものも多い。また、その人との関係をどのように続けて
いきたいのか、その問題をどう解決したいのか、という自分の意図、それを実現する表現
行為の目的を考えることが重要であることも示している。丁寧にしたいと思うことと、感
謝の気持ちを率直に示したいこととどのように折り合いをつけていくか、また、苦情など
を言ってよいかどうかに悩んでいる学生が多い。丁寧にするためには、苦情などは一切言
わない方がいいと考えている学生もいる。目上の人に対しての断り・苦情など、言いにく
いことを言うことを考えるのが敬意コミュニケーションであることを強調したいと思って
いる。実際には、直接言いにくいことも多いし、言わない方がいいこともある。どのよう
な場合であれば言ってもいいのか、言いにくいことをどのように表現するか、言いにくい
ことを言っても関係が壊れないようにするにはどうすればよいのか、実際には難しいが、
こうした問題のための方向性を示したいと思っている。
⑨依頼メール
課題として、依頼のメールを教師宛に出させている。メールに関する形式、内容、表現
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について指導しているが、メールという形式において、何を書いて、何を書かないかが実
際には難しい。例えば、それほどよく知らない相手に対して、自分の家族のことを紹介し
たり、相手の様子を聞いたりする、あるいは、研究指導を依頼しているのに、自分の研究
についてはほとんど言及せず、相手が「有名である」ことだけを理由に依頼するなど、依
頼メールとして不適当な内容であることもある。また、「○○先生貴下」「拝啓」などメー
ルとしては不適切な表現、あるいは、改まったメールであるにもかかわらず、「先生！」「大
変になりますよね」などくだけた表現もあり、指導法を今後更に考えていきたい。現在は
メールが多用される時代である。メールの書き方の指導は、かりに学習者が必要性をその
時には感じていないとしても、初級段階など早い時期から行った方がよいものだと言え
よう。
全体を通して、準備したことを言うのは難しくないが、相手の反応を見ながらやりとり
を行うこと、丁寧さとの兼ね合いを図ることなどは、日本語がかなり達者な学生たちで
あっても難しい。授業で示したい考えるポイントとしては、客観的な条件としての場の認
識、立場、相手との関係などがあるが、実際には、それをコミュニケーション主体である
自分がそれをどのように認識するかが重要であること、また、自分は何をしたいのか、こ
の談話や文章で何を実現したいのか、その相手とはどのような関係を築いていきたいのか
というコミュニケーション主体の目的や意図、そして、自分はどのように見られたいか、
どのような自分として相手に示したいのか、という自己表現の面が重要であることを示し
たいと思っている。そのために考えるべきポイント、考え方、観点などについて、どのよ
うにわかりやすく提示していくかが課題である。
6　学生の反応、アンケート結果から
学生たちは「敬語コミュニケーション」の授業に興味を持って参加しているようであり、
練習なども積極的に行い、授業中の発言も一部の学生に限られるところはあるものの、か
なり活発である。前述のように、最後のレポートは自国における同様な表現や考え方につ
いて考察したものになっているが、その中には、卒業論文に発展させられそうなものも
ある。
授業後に実施したアンケートでは、以下のような評価が見られた。
・日本語の敬意コミュニケーションに関する気づきについて
　「気持ちが大事だと知った」
　「以前気づかなかったことに気づいた」
・敬語の使用、習得に関して
　 「前は敬語を使うときにはただその表現を暗記したが、今は使う前に必ず考えて使
うようになった」
　 「日本語の敬語の使い方に自信が増えたと思うが、実際に使ったり間違えたりする
ような試行錯誤のプロセスで習わないといけないと思う」
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・敬意表現の理解について
　 「敬語がどんなに上手に使えても、コミュニケーションのルールがわからないと人
間関係がうまくいかないことが理解できた」
　 「敬語の言葉表現だけでなく、考え方も理解できた」
　 「本で読める情報ではなく、学生が自分の力でわかることができないことをわかり
やすく説明してもらった」
・自分の言語、文化との対照について
　 「自分の母語を新しい目で見られた」
　 「レポートはまとめになり、書くのが楽しかった」
　 「レポートを書いて日本語と韓国語の敬語の違いがわかるようになった」
　 「母語の敬語を考えたことがなかったが、文法的な表し方でなく、様々な表現で丁
寧さのレベルやニュアンスが違うことに気づいた」
以上のように、教育の意図はよく理解してくれているようである。これから学生たちが
どのように自分の言葉やコミュニケーションを磨いていくのかが楽しみである。
7　おわりに
以上のように、「敬語コミュニケーション」の授業では、敬語そのものについて知識を
得ることや、実際に使えるような運用練習も必要ではあるが、それ以前に、「敬意コミュ
ニケーション」の認識を身につけるという観点が重要である。
相互尊重に基づく自己表現という観点を重視した「敬意コミュニケーション」というの
は、自分の立場、相手の立場を認識し、理解した上で、自分の意図することを、相手の状
況や相手の意図に配慮しながら自分らしい方法、スタイルで実現させようとすることであ
ると言える。それが可能になるように、立場の認識・場の認識・相手との関係・相手の状
況などを理解し、相手との関係構築を含む自分自身の表現の意図・表現行為の目的・表現
の内容などについて整理した上で、どのような表現が適切であるのかを考えて、それを実
現する方法を身につけていってほしい。実現させる際には、どのような自分を表現するの
か、どのような自分でありたいかという「自己表現」としての働きもあることを認識し「適
切な」表現、方法を自分で考え、選べるような力を養成したいと考えている。実際の具体
的な表現の流れ、様々な表現形式などについても、観察し、判断し、自分で最適なものを
身につけることのできる力が必要である。要するに、学習者自身が主体的に考えること、
自分で自分の言葉を磨くことができるようになってほしいということにつきる。授業方法
についてはまだまだ改善の余地があると思う。工夫を重ねたい。
このほか、中国で、中国語母語話者の学習者を対象に講義形式の「敬語コミュニケー
ション」の授業も行った。時間が短かったこともあり、概要の説明にとどまったが、そこ
でも、基本的な考え方を示すとともに、特に国外では理解することが難しい、国民性、文
化の違いによる考え方の違いに焦点を絞って説明した。例えば、中国では一般的であるが
日本では場合によっては失礼だと思われる、相手の個人的なことを尋ねることや、直前の
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スケジュール調整などについてである。このようなことはただ、日本では失礼になる、丁
寧ではない、ということを示すだけではなく、そのもとになる考え方、それを成立させる
社会のあり方についても考察する必要があると言える 6。国内における教育と合わせ、国
外においてもその地域にあった敬意コミュニケーション教育のあり方について、今後も研
究を続けたい。敬意コミュニケーション教育の必要性、敬意コミュニケーションの持つ基
本的な考え方について、その背景にあるもの、基本的な考え方について分析し、示す方法
について考えていきたいと思っている。
注
 1 さかもと・めぐみ（東京外国語大学留学生日本語教育センター・教授）
 2 表現意図別の表現練習の際、よく使われる表現を「おすすめ表現」として提示することがある。
詳細については蒲谷宏・川口義一・坂本惠（1998）『敬語表現』を参照。
 3 「ご挨拶」は日常の挨拶とは異なり、大勢の人の前で行うスピーチをさしている。
 4 「行動展開表現」「理解要請表現」についても前掲蒲谷他（1998）。このほか、敬語に関する用語
についても同書に拠る。
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ルプレイ」の提唱―「待遇コミュニケーション教育」の一方法として―」『早稲田大学日本語教
育実践研究』6　早稲田大学大学院日本語教育研究科を参照。
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